
 

平成 27年度（2015年度） OWS国際大会選手選考方法 

OWS委員会 

 

◆第 16回世界選手権大会（ロシア・カザン 2015年 7／24～8／9） 

１．選考競技会を BHP Billiton Aquatic Super Series・Elite10km（豪州・パース、時期・2015年 2月 1

日）とする。 

２．選考は、第 16回世界選手権大会競技規則に基づいて日本水泳連盟選考委員会があたり、編成方針

（日本水泳連盟が決定する）に沿って総合的な判断により選考する。 

３．編成人数は、最大 6名（男子 3名、女子 3名）とする（選考日は未定）。 

４． 男女各上位 2 名の選手は 10km に出場することとする。5km,25km は希望に応じて出場することが

できる。 

５．男女各 3位の選手は 5km及び 25km、もしくはどちらかに出場することとする。 

６．団体 5kmについては、編成選手団から選考する。 

 

◆第 28回ユニバーシアード光州大会（韓国・光州 2015年 7／1～12） 

１．最終選考競技会を BHP Billiton Aquatic Super Series・Elite10km（豪州・パース、時期・2015年 2

月 1日）とする。 

  ＊選考プロセスは、別紙参照 

２．選考は、第 28 回ユニバーシアード大会競技規則に基づいて日本水泳連盟選考委員会があたり、

人数枠の範囲で選考する。 

３．参加有資格者は、第 28回ユニバーシアード大会開催時に大学在学中（学生委員会登録者）およ 

び卒業 2年以内、年齢は 18～24歳とし、最高 2回までとする。 

４．編成人数は、最大 2名（男子 1名、女子 1名）とする（選考日は未定）。 

５．第 16回世界選手権大会と重複選考も可とする。 

６．編成方針（数を含む）は日本オリンピック委員会が決定する。 

 

 

【補足 1】選考競技会を全豪選手権とする理由 

１）時期的に日本国内で OWS競技会を開催できない（気温・水温）。 

２）海外選手との身体接触や駆け引きなど、実際の競技条件に近い形態で選考する。 

３）2020年東京オリンピックに向けた新規選手の発掘・育成の余地を残すため、世界選手権の編成人数を 

最大 6名（男子 3名、女子 3名）とする。 

 

【補足 2】ユニバーシアード大会の選考プロセスについて 

１）大学生の金銭負担の軽減し、2020年対策として、OWSの全国的な普及、選手層の拡大を図る。 

２）海外選手との身体接触や駆け引きなど、実際の競技条件に近い形態で最終選考を行う。 

 

以 上 


